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A M - 1 2 6 A ﾃ ﾞ ｨ ｼ ﾞ ﾀ ﾙ ﾒ ｰ ﾀ ﾘ ﾚ ｰ を お 買 い 上 げ い た だ き ま し て あ り が と う ご ざ い ま す 。
本 器 は 全 て 厳 重 な 品 質 管 理 の も と に 生 産 さ れ て お り ま す が 、 は じ め に 輸 送 中
で の 破 損 が 無 い か 、 ま た 仕 様 上 の 違 い が 無 い か を 点 検 し て く だ さ い 。

品 質 及 び 仕 様 面 で の 不 備 な 点 が あ り ま し た ら お 早 め に お 買 い 上 げ い た だ い た
代 理 店 も し く は 弊 社 営 業 部 迄 ご 連 絡 く だ さ い 。

( 5 ) 本 書 を お 読 み に な っ た 後 は ， い つ で も 見 ら れ る 場 所 に ， 必 ず 保 存

　 　 し て く だ さ い 。

( 4 ) 本 書 の 内 容 に つ い て は 万 全 を 期 し て 作 成 し ま し た が ， 万 一 ご 不 審
　 　 な 点 や 誤 り ， 記 載 も れ な ど ， お 気 付 き の こ と が あ り ま し た 場 合 は
　 　 取 扱 店 ま た は 直 接 弊 社 へ ご 連 絡 く だ さ い 。

( 3 ) 本 書 の 内 容 に 関 し て は 製 品 改 良 の 為 予 告 な し に 変 更 す る こ と が あ
　 　 り ま す の で ご 了 承 く だ さ い 。

( 2 ) 電 源 電 圧 は 使 用 可 能 範 囲 内 で 使 用 し て く だ さ い 。 使 用 可 能 範 囲 外
　 　 で 使 用 し ま す と 火 災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原 因 と な り ま す 。

( 1 ) 入 力 に 最 大 許 容 値 を 超 え る 電 圧 や 電 流 を 加 え る と ， 機 器 の 破 損 に
　 　 つ な が り ま す 。

　 比 較 ﾘ ﾚ ｰ 接 点 出 力 ： 接 点 容 量
A C 2 5 0 V  0 . 1 A  抵 抗 負 荷  
A C 1 2 0 V  0 . 5 A  抵 抗 負 荷  
D C  2 8 V    1 A  抵 抗 負 荷  

　 比   較   出 　 力 ： H I , G O , L O ﾎ ﾄ ｶ ﾌ ﾟ ﾗ 出 力 ( N P N 型 )
  出 　 力 　 容 　 量 ： 印 加 電 圧   M A X . 3 0 V   電 流  M A X . 2 0 m A

出 力 飽 和 電 圧 　 2 0 m A の 時 　 1 . 2 V 以 下
  外 　 部 　 制 　 御 ： ﾘ ｾ ｯ ﾄ

R . R E 端 子 と C O M 端 子 短 絡 ま た は “ 0 ” ﾚ ﾍ ﾞ ﾙ で
比 較 動 作 中 止

　 制 　 御 　 方 　 式 ： 8 b i t ﾏ ｲ ｸ ﾛ ｺ ﾝ ﾋ ﾟ ｭ ｰ ﾀ
　 設 　 定 　 範 　 囲 ： 極 性 を 含 む 上 、 下 限 設 定 + 1 9 9 9 ～ 0 ～ - 1 9 9 9
　 比 　 較 　 動 　 作 ： ｻ ﾝ ﾌ ﾟ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ 速 度 に よ る
　 比 較 条 件 ( 表 示 ) ： 上 限 設 定 値 ＜ 表 示 値 →  H I ( 赤 色 L E D 点 灯 )

上 限 設 定 値 ≧ 表 示 値 ≧ 下 限 設 定 値  → G O ( 緑 色 L E D 点 灯 )
表 示 値 ＜ 下 限 設 定 値  → L O ( 赤 色 L E D 点 灯 )

・ ｵ ﾌ ｾ ｯ ﾄ 可 変 幅 ± 1 0 0 0 ( 前 面 よ り 設 定 可 能 )

・ 入 力 信 号 を 任 意 の 物 理 量 と し て 、 表 示 可 能 に す る 、 ｽ ｹ ｰ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ 機 能
( ﾌ ﾙ ｽ ｹ ｰ ﾙ 可 変 幅 1 0 0 ～ 1 9 9 9 ) 1 ～ 5 V , 4 ～ 2 0 m A 入 力 対 応

・ ﾋ ｽ ﾃ ﾘ ｼ ｽ ( 不 感 帯 ) 機 能 ( ｵ ﾌ ﾟ ｼ ｮ ﾝ )
・ 高 速 ｻ ﾝ ﾌ ﾟ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ 2 0 回 / 秒 ( 切 換 ｽ ｲ ｯ ﾁ に よ り 2 . 5 回 / 秒 )
・ ﾘ ｰ ﾃ ﾞ ｨ ﾝ ｸ ﾞ ｾ ﾞ ﾛ ｻ ﾌ ﾟ ﾚ ｽ 表 示
・ ﾏ ｲ ｺ ﾝ 搭 載 に よ り 多 機 能 、 低 価 格

・ R S - 2 3 2 C 対 応 ( 双 方 向 )

・ B C D 出 力 ( 受 注 品 )

A M - 1 2 6 A - □ □ - □ □ - □ □

※ 8 . B C D , R S - 2 3 2 C , ｱ ﾅ ﾛ ｸ ﾞ 出 力

※ 4 . B C D , R S - 2 3 2 C , ｱ ﾅ ﾛ ｸ ﾞ 出 力
( 内 部 切 換 可 能 )
2 . 5 回 / 秒

2 0 回 / 秒
( 標 準 )

ﾃ ﾞ ｰ ﾀ
出 力

電 源電 源

ﾚ ﾝ ｼ ﾞ ｺ ｰ ﾄ ﾞ

※ 2 1 . ± 1 9 9 . 9 μ A

～

※ 2 5 . ± 1 . 9 9 9 A
※ 1 V . 1 ～ 5 V ( 入 力 )
※ 2 A . 4 ～ 2 0 m A ( 入 力 )

※ 2 . A C 1 8 0 V ～ 2 6 4 V※ 2 . A C 1 8 0 V ～ 2 6 4 V
※ 4 . D C 2 4 V※ 4 . D C 2 4 V

ｼ ﾘ ｰ ｽ ﾞ 名

基 本 型 式

注 ） B C D 又 は ｱ ﾅ ﾛ ｸ ﾞ 出 力 付 の 場 合 、 ｺ ﾈ ｸ ﾀ は 添 付 さ れ て お り ま せ ん 。
適 合 ﾌ ﾟ ﾗ ｸ ﾞ は 市 販 の ｱ ﾝ ﾌ ｪ ﾉ ｰ ﾙ 5 7 - 3 0 3 6 0 を お 買 い 求 め く だ さ い 。

※ 受 注 品    納 期 に つ い て は お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

※ 3 . ｱ ﾅ ﾛ ｸ ﾞ , R S - 2 3 2 C 出 力
( 2 5 ﾋ ﾟ ﾝ D - S U B ｺ ﾈ ｸ ﾀ )

※ R . R S - 2 3 2 C 出 力
2 . B C D , R S - 2 3 2 C 出 力

※ 7 . ｱ ﾅ ﾛ ｸ ﾞ , R S - 2 3 2 C 出 力
( 2 5 ﾋ ﾟ ﾝ D - S U B ｺ ﾈ ｸ ﾀ )

※ S . R S - 2 3 2 C 出 力

1 . A C  9 0 V ～ 1 3 2 V

1 4 . ± 1 9 9 . 9 V

1 1 . ± 1 9 9 . 9 m V

～

比 較 出 力比 較 出 力
※ 2 . ﾎ ﾄ ｶ ﾌ ﾟ ﾗ※ 2 . ﾎ ﾄ ｶ ﾌ ﾟ ﾗ 出 力

B C D 出 力
※ 1 . 無

　 1 . ﾘ ﾚ ｰ　 1 . ﾘ ﾚ ｰ 出 力

  2 . T T L 出 力
※ 3 . ｵ ｰ ﾌ ﾟ ﾝ ｺ ﾚ ｸ ﾀ 出 力

　 ｻ ﾝ ﾌ ﾟ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ 速 度   ： 2 0 回 / 秒 ま た は 2 . 5 回 ／ 秒 ( 内 部 切 換 ｽ ｲ ｯ ﾁ に よ る )
　 入 力 ﾊ ﾞ ｲ ｱ ｽ 電 流  ： 2 n A ( T Y P )

  ﾉ ｲ ｽ ﾞ 除 去 比     ： N M R 4 0 d B 以 上 ( 5 0 H z / 6 0 H z )

  ｵ ｰ ﾊ ﾞ ｰ ﾚ ﾝ ｼ ﾞ 警 告  ： 最 大 表 示 ( ± 1 9 9 9 ) 以 上 の 入 力 信 号 に 対 し て
ｵ ｰ ﾊ ﾞ ｰ 直 前 の 内 容 で 点 滅 す る 。

　 表 　   　 　   示 ： L E D 数 字 素 子  文 字 高 さ 1 0 m m ( 赤 )
  極   性   表   示 ： 入 力 信 号 が 負 の 時 自 動 的 に “ － ” を 表 示 す る 。
  零 　   表     示 ： ﾘ ｰ ﾃ ﾞ ｨ ﾝ ｸ ﾞ “ ｾ ﾞ ﾛ ” ｻ ﾌ ﾟ ﾚ ｽ
　 小 　 　 数 　 　 点 ： 任 意 に 設 定 可 能 ( 前 面 ﾊ ﾟ ﾈ ﾙ 内 側 切 換 ｽ ｲ ｯ ﾁ に よ る )

外 　 部 　 制 　 御 ： ﾎ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ   C O M 端 子 と H O L D 端 子 短 絡 ま た は “ 0 ” ﾚ ﾍ ﾞ ﾙ
ｽ ﾀ ｰ ﾄ    0 V か ら 2 0 m s 以 上 4 0 m s 以 下 の “ 1 ” ﾚ ﾍ ﾞ ﾙ

の 正 ﾊ ﾟ ﾙ ｽ ま た は 接 点 信 号 ( 開 放 )
 　 オ  プ  シ  ョ  ン ： ﾃ ﾞ ｨ ｼ ﾞ ﾀ ﾙ ｾ ﾞ ﾛ

C O M 端 子 と D . Z 端 子 短 絡 ま た は “ 0 ” ﾚ ﾍ ﾞ ﾙ に て
直 前 の 表 示 値 を “ ｾ ﾞ ﾛ ” 表 示 し ， そ の 値 を 記 憶

“ 1 ” ﾚ ﾍ ﾞ ﾙ ： 3 . 5 ～ 5 V , “ 0 ” ﾚ ﾍ ﾞ ﾙ ： 0 ～ 1 . 5 V , 入 力 電 流 ： - 0 . 5 m A

ﾋ ﾟ ｰ ｸ ﾊ ﾞ ﾚ ｰ ﾎ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ

比 較 動 作 は 表 示 値 に 対 し て 行 い ま す 。

比 較 機 能 に 入 る
  “ 0 ” ﾚ ﾍ ﾞ ﾙ に て そ れ ぞ れ の 表 示

　 入   力   回   路 ： ｼ ﾝ ｸ ﾞ ﾙ ｴ ﾝ ﾃ ﾞ ｯ ﾄ 形
　 動   作   方   式 ： 2 重 積 分 方 式

の う ち 1 機 種 を 指 定
　 測 　 定 　 機 　 能 ： 直 流 電 圧 測 定 、 直 流 電 流 測 定 、 計 装 入 力 測 定

入 力 ｲ ﾝ ﾋ ﾟ
- ﾀ ﾞ ﾝ ｽ

最 高 分 解 能型 式 ｺ ｰ ﾄ ﾞ

1 0 m V

1 0 0 M Ω

1 0 M Ω

確 度 ： ± ( 0 . 1 %  o f  r d g  + 1 d i g i t ) ( 2 3 ℃ ± 5 ℃ , 3 5 ～ 8 5 % R H )

測 定 範 囲
最 大 許 容
入 力 電 圧

± 2 5 0 V

± 2 5 0 V

± 5 0 0 V

± 2 5 0 V

1 m V

1 0 0 μ V± 1 9 9 . 9 m V

± 1 9 . 9 9  V

± 1 9 9 . 9  V

± 1 . 9 9 9  V

A M - 1 2 6 A - 1 1

A M - 1 2 6 A - 1 2

A M - 1 2 6 A - 1 4

A M - 1 2 6 A - 1 3

1 0 μ A

0 . 1 Ω

確 度 ： ± ( 0 . 2 %  o f  r d g  + 1 d i g i t ) ( 2 3 ℃ ± 5 ℃ , 3 5 ～ 8 5 % R H )

型 式 ｺ ｰ ﾄ ﾞ

3 A

A M - 1 2 6 A - 2 1

A M - 1 2 6 A - 2 2

： A M - 1 2 6 A - 2 5 の み  ± ( 0 . 3 %  o f  r d g  + 1 d i g i t ) ( 2 3 ℃ ± 5 ℃ , 3 5 ～ 8 5 % R H )

測 定 範 囲 最 高 分 解 能 内 部 抵 抗

±  1 0 m A

±  5 0 m A

± 5 0 0 m A

± 1 5 0 m A

1 Ω

1 0 Ω

1 0 0 Ω

1 k Ω1 0 0 n A

1 μ A

1 0 0 μ A

1 m A± 1 . 9 9 9  A

± 1 9 9 . 9 m A

± 1 9 . 9 9 m A  

± 1 . 9 9 9 m A

± 1 9 9 . 9 μ A

A M - 1 2 6 A - 2 5

A M - 1 2 6 A - 2 4

A M - 1 2 6 A - 2 3

ｵ ﾌ ｾ ｯ ﾄ  ± 1 0 0 0

1 0 0 ～ 1 9 9 9
ﾌ ﾙ ｽ ｹ ｰ ﾙ

確 度 ： ± ( 0 . 1 %  o f  r d g  + 2 d i g i t ) ( 2 3 ℃ ± 5 ℃ , 3 5 ～ 8 5 % R H )

1 ～ 5 V

表    示

約 1 M Ω

ｵ ﾌ ｾ ｯ ﾄ  ± 1 0 0 0

確 度 ： ± ( 0 . 2 %  o f  r d g  + 2 d i g i t ) ( 2 3 ℃ ± 5 ℃ , 3 5 ～ 8 5 % R H )

型 式 ｺ ｰ ﾄ ﾞ 測 定 範 囲 表    示

5 1 ΩA M - 1 2 6 A - 2 A 4 ～ 2 0 m A ﾌ ﾙ ｽ ｹ ｰ ﾙ
1 0 0 ～ 1 9 9 9

A M - 1 2 6 A - 1 V

測 定 範 囲型 式 ｺ ｰ ﾄ ﾞ 入 力 ｲ ﾝ ﾋ ﾟ
- ﾀ ﾞ ﾝ ｽ

最 大 許 容
入 力 電 圧

± 2 5 0 V

※ 3 機 能 の う ち  ： 　   ﾋ ﾟ ｰ ｸ ﾎ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ  　 　 　  C O M 端 子 と P . H 端 子 短 絡 ま た は
ﾊ ﾞ ﾚ ｰ ﾎ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ

よ る
1 機 能 選 択 に

“ 1 ” ﾚ ﾍ ﾞ ﾙ ： 3 . 5 ～ 5 V , “ 0 ” ﾚ ﾍ ﾞ ﾙ ： 0 ～ 1 . 5 V , 入 力 電 流 ： - 0 . 5 m A

・ ﾃ ﾞ ｨ ｼ ﾞ ﾀ ﾙ ｾ ﾞ ﾛ ( 強 制 ｾ ﾞ ﾛ 表 示 ) ( ｵ ﾌ ﾟ ｼ ｮ ﾝ )
・ ﾋ ﾟ ｰ ｸ ﾎ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ , ﾊ ﾞ ﾚ ｰ ﾎ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ , ﾋ ﾟ ｰ ｸ ﾊ ﾞ ﾚ ｰ ﾎ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ の う ち 一 つ を 選 択 可 能 ( ｵ ﾌ ﾟ ｼ ｮ ﾝ )

6 . B C D , R S - 2 3 2 C 出 力

1 0 0 M Ω

1 0 M Ω

1 0 0 m V

最 大 許 容
入 力 電 流

内 部 抵 抗 最 大 許 容
入 力 電 流

± 1 0 0 m A
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2 ) 本 体 内 部 基 板 の 取 り 出 し

※ 必 ず 本 体 の 電 源 を 切 っ て か ら 行 っ て く だ さ い 。

尚 、 本 体 に 組 み 込 む 時 は ﾘ ｰ ﾄ ﾞ 線 を 噛 ま な い よ う に ｹ ｰ ｽ を 上 下 に 拡 げ て

第 3 - 1 図 の よ う に ﾌ ﾛ ﾝ ﾄ ﾊ ﾟ ﾈ ﾙ を は ず し て く だ さ い 。

ﾃ ﾞ ｨ ｼ ﾞ ﾀ ﾙ ｽ ｲ ｯ ﾁ 基 板 を 入 れ て く だ さ い 。

次 に 第 3 - 2 図 の よ う に 両 側 面 の 角 孔 に ﾄ ﾞ ﾗ ｲ ﾊ ﾞ を 入 れ て 内 枠 を 押 し 出

お よ び 外 部 出 力 用 ｺ ﾈ ｸ ﾀ は 外 し て く だ さ い 。 )

内 部 基 板 を 静 か に 取 り 出 し て く だ さ い 。 ( こ の 時 、 後 部 の ﾈ ｼ ﾞ 端 子
し て 内 枠 を は ず し て く だ さ い 。 ｹ ｰ ｽ を 多 少 上 下 に 拡 げ て ﾃ ﾞ ｨ ｼ ﾞ ﾀ ﾙ ｽ ｲ ｯ ﾁ と

端 子 の 接 続 は 第 4 図 を 参 照 し て く だ さ い 。

上 側 ﾈ ｼ ﾞ 端 子 H I G O L O

c ba c ba c baN C

3 . 6 m a x

φ 3 . 2 m m

5 . 9 m a x

5 m i n
P O W E R

P H ( E )D ZR . R EC O MH I L O

I N P U T S T A R T / H O L D O P T I O N A C / D C  

下 側 ﾈ ｼ ﾞ 端 子

注 意 　 N C は 空 き 端 子 で す が 、 中 継 端 子 と し て 使 用 し な い で く だ さ い 。

( + )

本 器 に は 電 源 ｽ ｲ ｯ ﾁ が 付 い て い ま せ ん の で 、 電 源 を 接 続 す る と 直 ち に 動 作 状 態

A C 9 0 V ～ 1 3 2 V の 時
2 0 0 2 0 0

S T 3

1 0 01 0 0

A C 1 8 0 V ～ 2 6 4 V の 時
2 0 0 2 0 0

S T 3

1 0 01 0 0
S T 3

O F F

S W 7 01

2          

ﾃ ﾞ ｨ ｯ ﾌ ﾟ ｽ ｲ ｯ ﾁ
2           1 小 数 点

O  N      　 O  N      　 1 0   　 〃 　 　

O F F      　 O F F        点 灯 し な い

L E D
比 較 出 力 ﾓ ﾆ ﾀ ｰ

( G O ) ( L O )( H I )

S W 7 0 小 数 点 点 灯 用 ﾃ ﾞ ｨ ｯ ﾌ ﾟ ｽ ｲ ｯ ﾁ
5 0 / 6 0 H z 切 換 ｽ ｲ ｯ ﾁ

小 数 点

数 字 素 子 L E D

ﾘ ﾓ ｰ ﾄ ﾓ ﾆ ﾀ ｰ L E D

ﾄ ﾗ ｯ ｷ ﾝ ｸ ﾞ ｾ ﾞ ﾛ ﾓ ﾆ ﾀ ｰ L E D

極 性 表 示

ﾋ ﾟ ｰ ｸ ﾎ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ
ﾓ ﾆ ﾀ ｰ L E D
( ｵ ﾌ ﾟ ｼ ｮ ﾝ )

ﾃ ﾞ ｨ ｼ ﾞ ﾀ ﾙ ｾ ﾞ ﾛ
ﾓ ﾆ ﾀ ｰ L E D
( ｵ ﾌ ﾟ ｼ ｮ ﾝ )

ｽ ﾊ ﾟ ﾝ 調 整 ﾎ ﾞ ﾘ ｳ ﾑ
ｵ ﾌ ｾ ｯ ﾄ 調 整 ﾎ ﾞ ﾘ ｳ ﾑ
ﾌ ﾙ ｽ ｹ ｰ ﾙ 調 整 ﾎ ﾞ ﾘ ｳ ﾑ

ｽ ｹ ｰ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ 時

( D C 2 4 V の 場 合 下 側 ﾈ ｼ ﾞ 端 子 の 右 側 ( + ) が + 側 で す )

1 ) 電 源 の 接 続

下 側 ﾈ ｼ ﾞ 端 子 の P O W E R の と こ ろ に 電 源 を 接 続 し ま す 。

に て A C 1 8 0 V ～ 2 6 4 V で も 使 用 で き ま す 。 6 - 2 - 2 ) 項 に よ り 内 部 基 板 を 取 り 出 し
第 5 図 の よ う に 内 部 ｿ ｹ ｯ ﾄ を 切 り 換 え ま す 。

と な り ま す 。 電 源 は A C 9 0 V ～ 1 3 2 V で 使 用 し て く だ さ い 。 ま た 、 内 部 ｿ ｹ ｯ ﾄ 切 換

く だ さ い 。

Ⅰ ) 入 力 信 号 線 は で き る だ け 短 く し 、 他 の 信 号 線 か ら 離 し て く だ さ い 。
Ⅱ ) 外 部 ﾉ ｲ ｽ ﾞ の 多 い と こ ろ で は 入 力 信 号 線 は 2 芯 ｼ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ 線 を 使 用 し 外 被 は 信 号 源

で L O 側 と 1 点 接 続 し て く だ さ い 。

Ⅲ ) 入 力 信 号 に 高 周 波 ﾉ ｲ ｽ ﾞ が 重 畳 し て い る と き は 入 力 に 低 域 通 過 ﾌ ｨ ﾙ ﾀ を 用 い て
く だ さ い 。 た だ し 時 定 数 で 応 答 時 間 に 遅 れ が 出 ま す の で 使 用 条 件 に よ っ て
は 注 意 が 必 要 で す 。

Ⅳ ) 入 力 に は 最 大 許 容 電 圧 以 上 の 電 圧 を 絶 対 に 加 え な い で く だ さ い 。
く だ さ い 。

3 ) E 端 子

外 部 ﾉ ｲ ｽ ﾞ の 影 響 が あ る と き は E 端 子 を 大 地 に 接 続 し て く だ さ い 。
た だ し 、 大 地 接 地 の と き ｱ ｰ ｽ 抵 抗 が 大 き い と 逆 に ﾉ ｲ ｽ ﾞ を 拾 う 恐 れ が あ り ま す
の で 注 意 し て く だ さ い 。 E 端 子 は 供 給 電 圧 の 中 性 点 電 位 で 充 電 さ れ て い ま す
の で 他 の 入 力 端 子 と 接 触 し な い よ う に 御 注 意 願 い ま す 。

2 ) 入 力 信 号 の 接 続

　 入 力 信 号 ( 直 流 電 圧 ・ 電 流 ) は I N P U T  H I ( + ) と I N P U T  L O ( - ) 端 子 間 に 接 続 し て

Ⅴ ) 電 流 測 定 の と き 被 測 定 信 号 は 接 地 さ れ て い る と き と ﾌ ﾛ ｰ ﾃ ｨ ﾝ ｸ ﾞ の と き が あ り
ま す が 、 接 地 さ れ て い る と き は 出 来 る だ け 電 位 の 低 い 点 に ﾒ ｰ ﾀ 入 力 を 挿 入
し て 測 定 し て く だ さ い 。

S W 7 1

6 0  5 0

　 電 　 　 　 　 　 源 ： A C 9 0 ～ 1 3 2 V
　 使 用 温 湿 度 範 囲 ： 0 ～ 5 0 ℃ , 3 5 ～ 8 5 % R H ( 非 結 露 )

　 消 　 費 　 電 　 力 ： 約 2 V A ( T Y P ) ( A C 1 0 0 V 時 )

　 外 　 形 　 寸 　 法 ： 9 6 m m ( W ) × 4 8 m m ( H ) × 1 4 4 m m ( D ) D I N ｻ ｲ ｽ ﾞ
質 　 　 　 　 　 量 ： 約 4 5 0 g

耐 　 　 電 　 　 圧 ： ① A C 電 源 時
入 力 ( L O ) / ｱ ｰ ｽ ( E ) 、 C O M 、 D I G . C O M 端 子 間  D C 5 0 0 V  1 分 間
電 源 端 子 / 入 力 端 子 ､ C O M 、 ｹ ｰ ｽ ､ D I G . C O M ､ ﾘ ﾚ ｰ 出 力 間
各 A C 1 5 0 0 V  1 分 間

② D C 2 4 V 時
各 D C 5 0 0 V
1 分 間

入 力 ( L O ) / C O M , D I G . C O M 間
電 源 端 子 / 入 力 , C O M , D I G . C O M 間

　 絶 　 縁 　 抵 　 抗 ： 上 記 の 各 端 子 間   D C 5 0 0 V  1 0 0 M Ω 以 上
　 付 　   属  　  品 ： ﾈ ｼ ﾞ 端 子 、 取 扱 説 明 書

A C 1 8 0 ～ 2 6 4 V ( 内 部 ｿ ｹ ｯ ﾄ 切 換 )
D C 2 4 V ± 2 0 %

1 ) 本 器 は 周 囲 温 度 0 ～ 5 0 ℃ , 湿 度 8 5 % ま で の 環 境 で 使 用 し 、 特 殊 条 件 と し て
結 露 の 状 態 に は 注 意 し て く だ さ い 。

3 ) 振 動 , 衝 撃 が か か ら な い よ う に し て く だ さ い 。

a ) 電 源 回 路
4 ) ﾉ ｲ ｽ ﾞ

2 ) ち り , ご み , 電 気 部 品 に 有 害 な 化 学 薬 品 , ｶ ﾞ ｽ 類 の 無 い 場 所 で 使 用 し て く だ

さ い 。

本 器 の 様 な 小 型 機 器 で は 完 全 な 防 止 回 路 を 組 み 込 む こ と は 、 事 実 上

使 用 し て く だ さ い 。

困 難 で す の で 、 ﾏ ｸ ﾞ ﾈ ｯ ﾄ ｽ ｲ ｯ ﾁ が 同 一 ﾗ ｲ ﾝ で 動 作 し た り 、 雷 の 多 い 場 所 な ど

で は 過 大 ｻ ｰ ｼ ﾞ の 防 御 用 に 外 部 で ﾗ ｲ ﾝ ﾌ ｨ ﾙ ﾀ や ﾊ ﾞ ﾘ ｽ ﾀ な ど ｻ ｰ ｼ ﾞ 吸 収 回 路 を

b ) ｼ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ
ﾉ ｲ ｽ ﾞ が 問 題 に な る 場 合 に は 、 E 端 子 を 大 地 ｱ ｰ ｽ か 機 器 の ｱ ｰ ｽ 端 子 に 接 続

し て く だ さ い 。 空 間 誘 導 等 が 問 題 に な る 時 に は 本 体 の ﾓ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ ｹ ｰ ｽ を 金 属

で 覆 う こ と が 有 効 で す 。

1 ) ﾊ ﾟ ﾈ ﾙ 面 へ の 本 体 取 付
第 1 図 の 大 き さ の 取 付 穴 を あ け 第 2 図 の よ う に 本 体 を ﾊ ﾟ ﾈ ﾙ 前 面 よ り ﾊ ﾒ

込 み 、 後 面 よ り ﾊ ﾞ ﾝ ﾄ ﾞ で 締 め 付 け ま す 。
( ﾊ ﾟ ﾈ ﾙ の 板 厚 は 0 . 8 ～ 5 . 0 m m と し て く だ さ い 。 )

ﾌ ﾛ ﾝ ﾄ ﾊ ﾟ ﾈ ﾙ

○ ﾄ ﾞ ﾗ ｲ ﾊ ﾞ に て
こ じ る 。

内 枠

○ ﾄ ﾞ ﾗ ｲ ﾊ ﾞ に て 内 枠 を

前 へ 押 し 出 す

ﾋ ﾟ ｰ ｸ 、 ﾊ ﾞ ﾚ ｰ ﾎ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ ： 最 大 値 と 最 小 値 の 差 の 計 測 表 示

　 R S - 2 3 2 C 出 力 ： 双 方 向

ﾋ ﾟ ｰ ｸ ﾎ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ  ： 最 大 値 計 測 表 示
　 ﾊ ﾞ ﾚ ｰ ﾎ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ  ： 最 小 値 計 測 表 示

　 ｱ ﾅ ﾛ ｸ ﾞ 出 力  ： 0 ～ ± 2 V
　 Ｂ Ｃ Ｄ 出 力 ： ｱ ｲ ｿ ﾚ ｰ ｼ ｮ ﾝ ﾊ ﾟ ﾗ ﾚ ﾙ B C D 出 力 、 T T L ま た は ｵ ｰ ﾌ ﾟ ﾝ ｺ ﾚ ｸ ﾀ ( 受 注 品 )

　 ﾃ ﾞ ｨ ｼ ﾞ ﾀ ﾙ ｾ ﾞ ﾛ  ： 圧 力 ｾ ﾝ ｻ や ﾎ ﾟ ﾃ ﾝ ｼ ｮ ﾝ ﾒ ｰ ﾀ 等 の 機 械 的 な 初 期 値 を 強 制 的 に ｾ ﾞ ﾛ に す る 。

本 体

取 付 用 ﾊ ﾞ ﾝ ﾄ ﾞ
取 外 し 用 穴

前 面

取 付 ﾊ ﾟ ﾈ ﾙ

ﾈ ｼ ﾞ 端 子

約 3 5 m A ( T Y P ) ( D C 2 4 V 時 )　 消 　 費 　 電 　 流 ：

-0+
0

.6
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O F F     　  O  N    　   1 0   桁 点 灯

O  N     　  O F F        1 0   　 〃 　



1 2 1 3 1 4
ﾚ ﾚﾚ

ﾝ ﾝ ﾝ
ｼ ﾞ ｼ ﾞ ｼ ﾞ

( R )ﾊ ﾞ
ﾘ
ｽ
ﾀ

（ 3 / 4 ）

1
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4
5
6

S
W2

1

S T 2
S T 1

A  B

下 側 ﾌ ﾟ ﾘ ﾝ ﾄ 板

A M - 1 2 6 A の ｻ ﾝ ﾌ ﾟ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ ｽ ﾋ ﾟ ｰ ﾄ ﾞ は 内 部 の ﾃ ﾞ ｨ ｯ ﾌ ﾟ ｽ ｲ ｯ ﾁ に よ り 、 2 0 回 / 秒 、 又 は
2 . 5 回 / 秒 に す る こ と が で き ま す 。 6 - 2 - 2 ) 項 に よ り 内 部 基 板 を 取 り 出 し て

O N

O F F

S W 2 1

S W 2 1 - 4

O F F 側

ｻ ﾝ ﾌ ﾟ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ ｽ ﾋ ﾟ ｰ ﾄ ﾞ 2 0 回 / 秒

O N 側

ｻ ﾝ ﾌ ﾟ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ ｽ ﾋ ﾟ ｰ ﾄ ﾞ 2 . 5 回 / 秒
上 側 ﾌ ﾟ ﾘ ﾝ ﾄ 板 部 品 面

ﾘ ﾚ ｰ 接 点 出 力 は 上 側 端 子 の H I ( a . c , b ) , G O ( a , c , b ) , L O ( a , c , b ) で す 。

接 点 構 成 は 次 の 通 り で す 。

尚 、 誘 導 負 荷 ( ﾘ ﾚ ｰ , ｿ ﾚ ﾉ ｲ ﾄ ﾞ ) を 開 閉 す る 場 合 、 ｱ ｰ ｸ に よ っ て お こ る 接 触 障 害
( 溶 着 等 ) を 防 止 し 接 点 の 信 頼 性 、 あ る い は 寿 命 を 延 ば す た め 接 点 保 護 回 路
の 挿 入 を お す す め し ま す 。

②  D C (  r  ～  数 1 0 Ω  以 上 必 要 で す 。 )

r  ～  R C : 0 . 1 μ F
①  A C , D C

A C  R ≪ ｒ

③ ④  A C , D C 　

⑤  D C の み

接 点

③

⑤

r

ﾊ ﾞ ﾘ ｽ ﾀ

c
C

r

誘
導
負
荷

②

④

①

小 数 点 は 、 小 数 点 点 灯 用 ﾃ ﾞ ｨ ｯ ﾌ ﾟ ｽ ｲ ｯ ﾁ に よ り 任 意 に 点 灯 で き ま す 。
( 第 6 図 参 照 )

こ の 設 定 は 商 用 電 源 周 波 数 5 0 H z / 6 0 H z を 切 換 え る た め の も の で す 。

信 号 に 誘 導 ﾉ ｲ ｽ ﾞ が 重 畳 し て い て も 積 分 開 始 点 と 終 了 点 の 位 相 が 同 じ に
入 力 信 号 を 積 分 す る 時 間 を 5 0 H z で は 2 0 m s 、 6 0 H z で は 約 1 6 . 7 m s で 行 え ば

行 っ て く だ さ い 。

※ 負 荷 の 性 質 に よ っ て 必 ず し も 一 致 し ま せ ん の で 実 装 に て 確 認
す る 必 要 が あ り ま す 。

R の ｲ ﾝ ﾋ ﾟ ｰ ﾀ ﾞ ﾝ ｽ が c , r の ｲ ﾝ ﾋ ﾟ ｰ ﾀ ﾞ ﾝ ｽ
に 対 し 充 分 小 さ い と き

な る た め 、 そ れ ぞ れ の ﾉ ｲ ｽ ﾞ 電 圧 が 打 ち 消 し 合 い ﾉ ｲ ｽ ﾞ を 減 衰 さ せ る こ と
が で き ま す 。 表 示 基 板 の S W 7 1 に よ り 設 定 で き ま す 。

注 意 ： 出 荷 時 は 5 0 H z に 設 定 し て お り ま す 。 誘 導 ﾉ ｲ ｽ ﾞ の 影 響 が な い 場 合
は 特 に 設 定 す る 必 要 は あ り ま せ ん 。

し た 場 合 は 1 1 - 2 項 に よ り 必 ず 校 正 を 行 っ て く だ さ い 。 ）
下 表 の 様 に 差 し 換 え 、 ﾚ ﾝ ｼ ﾞ 切 換 を 行 っ て く だ さ い 。 ( な お 、 ﾚ ﾝ ｼ ﾞ 変 更

A M - 1 2 6 A  1 1 , 1 2 , 1 3 , 1 4 ﾚ ﾝ ｼ ﾞ は 、 内 部 切 換 端 子 S T 1 , S T 2 に よ り 1 1 ～ 1 4 ﾚ ﾝ ｼ ﾞ
の い ず れ か に す る 事 が で き ま す 。 ま ず 、 6 - 2 - 2 ) 項 に よ り 内 部 基 板 を 取

り 出 し て く だ さ い 。 下 側 ﾌ ﾟ ﾘ ﾝ ﾄ 板 ( 第 7 図 参 照 ) に あ る 短 絡 ｿ ｹ ｯ ﾄ 2 つ を

く だ さ い 。 上 側 基 板 上 に あ る ﾃ ﾞ ｨ ｯ ﾌ ﾟ ｽ ｲ ｯ ﾁ を 第 8 図 に 従 い 変 更 、 切 換 を

※ S W 2 1 - 4 以 外 は 他 の 機 能 用 で す の で
動 か さ な い よ う に し て く だ さ い 。

“ 1 ” ﾚ ﾍ ﾞ ﾙ 3 . 5 ～ 5 V ､ “ 0 ” ﾚ ﾍ ﾞ ﾙ 0 ～ 1 . 5 V ､  入 力 電 流  - 0 . 5 m A

S T A R T / H O L D 端 子 と C O M 端 子 ( 下 側 ﾈ ｼ ﾞ 端 子 ) を 短 絡 ( ま た は 論 理 “ 0 ” ) す る
事 に よ っ て そ の 直 後 の 表 示 及 び 比 較 結 果 が ﾎ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ さ れ ま す 。 ま た 必 要 な ﾀ ｲ
ﾐ ﾝ ｸ ﾞ で 開 放 ( 0 V か ら 2 0 m s 以 上 4 0 m s 以 下 の 正 ﾊ ﾟ ﾙ ｽ ま た は 開 放 ) す る こ と に よ り

R . R E 端 子 と C O M 端 子 ( 下 側 ﾈ ｼ ﾞ 端 子 ) を 短 絡 ( ま た は 論 理 “ 0 ” ) に す る 事 に

H I , G O , L O 判 定 の L E D は す べ て 消 灯 し ま す 。
よ っ て 比 較 ﾘ ﾚ ｰ 出 力 は H I ､ G O ､ L O 共 に c - b 間 導 通 と な り ま す 。 ま た 、 表 示 の

“ 1 ” ﾚ ﾍ ﾞ ﾙ 3 . 5 ～ 5 V ､ “ 0 ” ﾚ ﾍ ﾞ ﾙ 0 ～ 1 . 5 V ､  入 力 電 流  - 0 . 5 m A

測 定 が 開 始 さ れ 1 ｻ ﾝ ﾌ ﾟ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ 後 に 表 示 、 及 び 比 較 出 力 が 得 ら れ ま す 。

1   2   3   4   5   6

1
2

3
4

5
6

i
※

C O M

1 0 k

0 . 0 1 μ

各 入 力 端 子

ﾒ ｰ ﾀ 内 部

制 御 部

L O

接

但 し 、 入 力 ( L O ) と 絶 縁 さ れ て い ま せ ん 。

“ 入 力 値 ” = “ 表 示 値 ” = “ ﾃ ﾞ ｨ ｼ ﾞ ﾀ ﾙ ｾ ﾞ ﾛ 値 ” ( ﾃ ﾞ ｨ ｼ ﾞ ﾀ ﾙ ｾ ﾞ ﾛ 値 を 内 部 に ﾒ ﾓ ﾘ ｰ す る 。 )

以 後 D . Z 端 子 が 開 放 ( ま た は 論 理 “ 1 ” ) に な る ま で の 期 間 は

( “ 入 力 値 ” － “ ﾃ ﾞ ｨ ｼ ﾞ ﾀ ﾙ ｾ ﾞ ﾛ 値 ” ) ＝ “ 表 示 値 ”

“ 1 ” ﾚ ﾍ ﾞ ﾙ 3 . 5 ～ 5 V ､ “ 0 ” ﾚ ﾍ ﾞ ﾙ 0 ～ 1 . 5 V ､  入 力 電 流  - 0 . 5 m A

ﾋ ﾟ ｰ ｸ ﾎ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ 機 能 は 入 力 端 子 ( H I , L O 間 ) に 印 加 さ れ る 電 圧 電 流 を A / D 変 換 し た

そ の 他 に 上 記 同 様 A / D 変 換 し た 結 果 に 対 し て 常 に 最 小 値 を 表 示
す る ﾊ ﾞ ﾚ ｰ ﾎ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ あ る い は “ 最 大 値 － 最 小 値 ” を 表 示 す る と ﾋ ﾟ ｰ ｸ
ﾊ ﾞ ﾚ ｰ ﾎ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ 機 能 が あ り ま す 。

ﾋ ﾟ ｰ ｸ ﾎ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ に 関 す る 機 能 変 更 は 6 - 2 - 2 ) 項 に よ り 内 部 基 板 を 取 り 出 し 、 上 側

O N

O F F

S W 2 1

上 側 ﾌ ﾟ ﾘ ﾝ ﾄ 板 部 品 面

SW
21

ｱ ﾅ ﾛ ｸ ﾞ 出 力 は ｾ ｯ ﾄ の 後 部 の ｱ ﾝ ﾌ ｪ ﾉ ｰ ﾙ ｺ ﾈ ｸ ﾀ の  ＋  側 が 1 3 番 端 子 、 －  側 が 3 1 番
端 子 と な り ま す 。 ( A M - 1 2 6 A □ □ - □ 3 , 4 , 7 , 8 - □ □ )

ﾃ ﾞ ｨ ｼ ﾞ ﾀ ﾙ ｾ ﾞ ﾛ 機 能 は 、 現 在 表 示 さ れ て い る 値 を “ ｾ ﾞ ﾛ ” に す る 機 能 で 有 効

“ 0 ” ) の 時 点 か ら 有 効 と な り ま す 。
範 囲 は ± 1 ～ 1 9 9 9 で す 。 こ の 端 子 は C O M 端 子 に 対 し て 、 短 絡 ( ま た は 論 理

と し 、 上 記 の 表 示 値 を 表 示 す る と 同 時 に 比 較 設 定 値 ( ﾃ ﾞ ｨ ｼ ﾞ ﾀ ﾙ ｽ ｲ ｯ ﾁ ) と の
比 較 を 行 い 結 果 を 出 力 し ま す 。

※ 1 ) ｱ ﾅ ﾛ ｸ ﾞ 出 力 に お い て ﾃ ﾞ ｨ ｼ ﾞ ﾀ ﾙ ｾ ﾞ ﾛ を 行 っ て も 電 圧 出 力 は あ く ま で も 入 力
値 に 従 い 、 ｱ ﾅ ﾛ ｸ ﾞ 出 力 を ｾ ﾞ ﾛ に す る 事 は 出 来 ま せ ん 。

P . H
D . Z
R . R E

S T A R T / H O L D

外 部 電 源 i = 約 5 0 0 μ A

S T A R T / H O L D
R E
P . H
D . Z
等 の 入 力

点

+ 5 V

入 力 に 相 当 す る 電 圧 を 出 力 し ま す 。 ( 1 V ､ 2 A ﾚ ﾝ ｼ ﾞ の 時 も ｱ ﾅ ﾛ ｸ ﾞ 出 力 は 0 ～ ± 2 V
と な り ま す 。 )

出 力 電 圧 ： 0 ～ ± 2 V
確 　 　 度 ： 0 . 5 % F . S ( 2 3 ℃ ± 5 ℃ )
負 荷 抵 抗 ： 2 0 k Ω 以 上

ﾌ ﾟ ﾘ ﾝ ﾄ 板 に あ る ﾃ ﾞ ｨ ｯ ﾌ ﾟ ｽ ｲ ｯ ﾁ S W 1 に て 次 の 内 容 で 行 っ て く だ さ い 。

比 較 出 力
ﾘ ﾚ - 出 力

※ 接 点 容 量 　 A C 2 5 0 V   0 . 1 A  抵 抗 負 荷

G O        b        a         b

L O        b        b         a

H I        a        b         b

H I  側 　 　 G O  側 　  L O  側

A C 1 2 0 V   0 . 5 A   
D C 2 8 V      1 A     

ﾚ ﾝ ｼ ﾞ  　    S T 1       S T 2

※

1   2   3   4   5   6

a : c － a 間  導 通 b : c － b 間  導 通

結 果 に 対 し て 常 に 最 大 値 を 表 示 し ま す 。

※ 接 点 信 号 使 用 上 の 注 意

ﾘ ﾚ ｰ 接 点 で 動 作 制 御 す る と き は 、 ﾁ ｬ ﾀ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ に よ る 誤 動 作 に 注 意 し て く だ
さ い 。 ﾁ ｬ ﾀ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ 防 止 に は 下 図 の 回 路 が 有 効 で す 。 さ ら に 、 接 点 電 流 が 少
な い た め 接 点 は 微 少 電 流 用 を 使 用 し て く だ さ い 。

C

R
C O M

( ﾘ ﾚ ｰ , ｽ ｲ ｯ ﾁ )

ﾒ ｰ ﾀ ﾘ ﾚ ｰ

R E S E T

R ＝ 1 0 0 Ω  

C ＝ 0 . 1 μ  

1 1      　  1 2  　      B

1 3         1 3         A

1 4         1 4         A

1 2         1 2         A



F A X 　 0 3 （ 3 7 5 7 ） 2 9 8 9 （ 営 業 直 通 )
  T E L 　 0 3 （ 3 7 5 9 ） 6 1 7 1 （ 代 表 ）東 京 営 業 所 0 3 （ 3 7 5 9 ） 6 1 7 7 （ 営 業 ﾀ ﾞ ｲ ﾔ ﾙ ｲ ﾝ ）

（ 4 / 4 ）

T E L 　 0 6 （ 6 7 8 3 ） 7 2 9 2 （ 営 業 直 通 ） F A X  0 6 （ 6 7 8 3 ） 6 1 4 9

ﾃ ﾞ ｨ ｯ ﾌ ﾟ ｽ ｲ ｯ ﾁ 出 荷 時 は ﾋ ﾟ ｰ ｸ ﾎ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ に 設 定

ﾃ ﾞ ｨ ｯ ﾌ ﾟ ｽ ｲ ｯ ﾁ

O F F     　   O  N    　   ﾊ ﾞ ﾚ ｰ ﾎ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ

3           2

O F F      　  O F F

O  N     　   O F F        ﾋ ﾟ ｰ ｸ ﾎ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ

O  N       　 O  N      　 ﾋ ﾟ ｰ ｸ ﾊ ﾞ ﾚ ｰ ﾎ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ

機 　 能

こ の 端 子 は C O M 端 子 に 対 し て 短 絡 ( ま た は 論 理 “ 0 ” ) の 時 点 か ら 有 効 に

ﾓ ﾆ ﾀ ｰ L E D が 点 灯 し ま す 。
な り 、 開 放 ( ま た は 論 理 “ 1 ” ) で 通 常 表 示 に な り ま す 。 又 、 ﾋ ﾟ ｰ ｸ ﾎ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ

ｲ ） ﾋ ﾟ ｰ ｸ ﾎ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ で の 初 期 値 は 、 機 能 が 有 効 に な る 直 前 の 値 と な り ま す 。

入 出 力 コ ネ ク タ

注 意 　 N C は 空 き 端 子 で す が 、 中 継 端 子 と し て 使 用 し な い で く だ さ い 。

◎ B C D ﾃ ﾞ ｰ ﾀ 出 力 ( 入 力 L O か ら 絶 縁 さ れ て い ま す )

1 ) T T L 出 力

測  定  デ  ー  タ ：
極 　 性 　 信 　 号 ：

上 記 の 各 信 号 ： T T L ﾚ ﾍ ﾞ ﾙ 　 ﾌ ｧ ﾝ ｱ ｳ ﾄ = 2   5 V  C M O S ｺ ﾝ ﾊ ﾟ ﾁ ﾌ ﾞ ﾙ

ﾄ ﾗ ｲ ｽ ﾃ ｰ ﾄ ﾊ ﾟ ﾗ ﾚ ﾙ B C D   正 論 理  ﾗ ｯ ﾁ 出 力
ﾏ ｲ ﾅ ｽ 入 力 の 時 “ 1 ” ﾚ ﾍ ﾞ ﾙ
ｵ ｰ ﾊ ﾞ ｰ 入 力 の 時 “ 1 ” ﾚ ﾍ ﾞ ﾙ
測 定 完 了 毎 に 約 1 m s の 正 ﾊ ﾟ ﾙ ｽ

オ ー バ ー 信 号   ：
印 字 指 令 信 号   ：

2 ) ｵ ｰ ﾌ ﾟ ﾝ ｺ ﾚ ｸ ﾀ 出 力

◎ B C D ﾃ ﾞ ｰ ﾀ 出 力 ( 入 力 L O か ら 絶 縁 さ れ て い ま す )

測  定  デ  ー  タ ：

極 　 性 　 信 　 号 ：

※ 上 記 の 各 信 号 を 負 論 理 に す る こ と も 可 能 で す 。

負 論 理 　 論 理 “ 1 ” の 時 ﾄ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ ｽ ﾀ “ O N ”

ｵ ｰ ﾊ ﾞ ｰ 入 力 の 時  ﾄ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ ｽ ﾀ “ O N ”オ ー バ ー 信 号   ：
測 定 完 了 毎 に 約 1 m s の 間 ﾄ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ ｽ ﾀ “ O N ”印 字 指 令 信 号   ：

( N P N 型 )
ﾄ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ ｽ ﾀ 出 力 容 量 ：

ﾏ ｲ ﾅ ｽ 入 力 の 時  ﾄ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ ｽ ﾀ “ O N ”

( T T L の 場 合 は ﾊ ｲ ｲ ﾝ ﾋ ﾟ ｰ ﾀ ﾞ ﾝ ｽ 状 態 と な り ま す 。 )
注 ） 下 側 ｺ ﾈ ｸ ﾀ の C O M と D I G . C O M は 内 部 で 接 続 さ れ て い ま す 。

3 ) ｲ ﾈ ｰ ﾌ ﾞ ﾙ ： E N A B L E

R S - 2 3 2 C に つ き ま し て は “ A M - 1 2 6 A  R S - 2 3 2 C  取 扱 説 明 書 ” を ご 覧 く だ さ い 。

し ま す 。 な お 、 ﾎ ﾄ ｶ ﾌ ﾟ ﾗ の ｴ ﾐ ｯ ﾀ 側 は 他 の 端 子 と 絶 縁 さ れ て い ま す 。
ｾ ｯ ﾄ 内 部 と ﾈ ｼ ﾞ 端 子 の 出 力 は 第 1 2 図 の 様 に な っ て い ま す 。

比 較 判 定 の 結 果 に よ り 、 H I 、 G O 、 L O い ず れ か の ﾎ ﾄ ｶ ﾌ ﾟ ﾗ の ｴ ﾐ ｯ ﾀ ､ ｺ ﾚ ｸ ﾀ 間 が 導 通

上 側 ﾈ ｼ ﾞ 端 子
H I G O L O

ｾ ｯ ﾄ 内 部

注 意 　 N C は 空 き 端 子 で す が
中 継 端 子 と し て 使 用
し な い で く だ さ い 。

比   較   出   力 ：  H I 、 G O 、 L O  ﾎ ﾄ ｶ ﾌ ﾟ ﾗ 出 力 ( N P N 型 )

お よ び 極 性 ( P O L ) 、 ｵ ｰ ﾊ ﾞ ｰ ( O V E R ) の 出 力 ﾄ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ ｽ ﾀ が “ O F F ” の 状 態 に な り ま す 。

E N A B L E 端 子 ( 1 1 ) を D . C O M 端 子 ( 1 2 , 3 0 ) と 短 絡 ま た は “ 0 ” ﾚ ﾍ ﾞ ﾙ に す る と ﾃ ﾞ ｰ ﾀ

ﾛ ） ﾊ ﾞ ﾚ ｰ ﾎ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ で の 初 期 値 は 、 機 能 が 有 効 に な る 直 前 の 値 と な り ま す 。

※ 2   上 記 そ れ ぞ れ の 機 能 に お い て 比 較 は 表 示 値 に 対 し て 行 わ れ ま す 。

“ 1 ” ﾚ ﾍ ﾞ ﾙ 3 . 5 ～ 5 V ､ “ 0 ” ﾚ ﾍ ﾞ ﾙ 0 ～ 1 . 5 V ､  入 力 電 流  - 0 . 5 m A

解 除 は P . H 端 子 開 放 ( ま た は 論 理 “ 1 ” )

※ 1   ﾋ ﾟ ｰ ｸ ﾎ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ ､ ﾊ ﾞ ﾚ ｰ ﾎ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ ､ ﾋ ﾟ ｰ ｸ ﾊ ﾞ ﾚ ｰ ﾎ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ に お い て 測 定 範 囲 を 超 え た
入 力 が 印 加 さ れ た 場 合 、 ｵ ｰ ﾊ ﾞ ｰ に な る 前 の 値 で 表 示 が 点 滅 し ま す 。

ﾊ ） ﾋ ﾟ ｰ ｸ ﾊ ﾞ ﾚ ｰ ﾎ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ で の 初 期 値 は 、 最 低 1 ｻ ﾝ ﾌ ﾟ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ の 間 表 示 が “ ｾ ﾞ ﾛ ” に
な り ま す 。

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ □ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ □ □ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
1   2   3   4   5   6   7   8   9  1 0  1 1  1 2  1 3  1 4  1 5  1 6  1 7  1 8

N C
P O L

P . C R T S S G 1 P . C O M
C T S

R S - 2 3 2 C P . S E L

N C N C S GR X D P . C O M0

                   1 0  

                   1 0                     1 0  

1   2   4   8   1   2   4    

1   2   4   8   1   2   4   8   

                   1 0  

E N A B L E T X D

R S - 2 3 2 C P . S E L

O V E R
D I G . C O M
A N A L O G  C O M

B C D  O U T

A N A L O G  O U T
D I G . C O MB C D  O U T

約 2 5 m s ( 2 次 積 分 完 了 後 )

A / D ｲ ﾝ ﾀ ｰ ﾊ ﾞ ﾙ

③① ② ④

※ 2
※ 3

※ 5ﾘ ﾚ ｰ 動 作 時 間  

A / D 内 部

P . C
( 2 0 回 / 秒 時 )

ｽ ﾀ ｰ ﾄ / ﾎ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ

※ 32 0 回 / 秒  　 5 0 m s

2 . 5 回 / 秒  4 0 0 m s
2 0 m s 以 上 4 0 m s 以 下※ 1 ※ 2

約 1 5 m s

2 0 m s 以 上

① ② ③ ④

※ 4※ 1

ﾘ ﾚ ｰ 出 力

ﾘ ｾ ｯ ﾄ

M A X  5 m s

1 次 積 分 中 に ﾎ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ が 来 た 場 合 は 測 定 を 完 了 し て か ら 停 止 す る 。

ｵ ｰ ﾄ ｾ ﾞ ﾛ 1 次 積 分 2 次 積 分

2 . 5 回 / 秒 ( ※ 2 ＋ 4 0 0 m s 以 上 )
2 0 回 / 秒  ( ※ 2 ＋ 5 0 m s 以 上 )

※ 52 0 回 / 秒   7 0 m s  M A X
2 . 5 回 / 秒  4 1 5 m s  M A X

2 0 回 / 秒   5 0 H z   8 4 m s  M A X※ 4
6 0 H z   7 4 m s  M A X

2 . 5 回 / 秒  5 0 H z  4 4 0 m s  M A X
6 0 H z  4 2 0 m s  M A X

出 　 力 　 容 　 量 ： 印 加 電 圧   M A X . 3 0 V   電 流   M A X . 2 0 m A
出 力 飽 和 電 圧   2 0 m A の 時  1 . 2 V 以 下

( 故 障 内 容 は で き る だ け 詳 し く ﾒ ﾓ さ れ 、 現 品 と 同 封 し て い た だ け る と
幸 い で す 。 )

本 製 品 は 厳 重 な 品 質 管 理 の も と で 製 造 , 試 験 , 検 査 を し て 出 荷 し て い ま す が

万 一 故 障 し た 場 合 は 取 り 扱 い 店 、 ま た は 直 接 弊 社 へ 御 連 絡 ( 送 付 ) く だ さ い 。

保 証 期 間 は 、 納 入 日 よ り 1 ヶ 年 で す 。 こ の 間 に 発 生 し た 故 障 で 明 ら か に
弊 社 が 原 因 と 判 断 さ れ る 場 合 は 無 償 で 修 理 致 し ま す 。

( 1 ) 本 器 前 面 ﾊ ﾟ ﾈ ﾙ を 取 り は ず し ま す 。

( 2 ) 電 源 を 接 続 し て 2 0 分 以 上 の ﾗ ﾝ ﾆ ﾝ ｸ ﾞ を 行 っ た 後 調 整 し て く だ さ い 。
( 3 ) ｽ ﾊ ﾟ ﾝ 調 整 ( 1 V 、 2 A ﾚ ﾝ ｼ ﾞ を 除 く )

( 4 ) ｽ ｹ ｰ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ 方 法 及 び 調 整 ( 1 V 、 2 A ﾚ ﾝ ｼ ﾞ )

ま ず 、 入 力 端 子 H I ､ L O を 短 絡 し 表 示 が ｾ ﾞ ﾛ に な る こ と を 確 認 し ま す 。

保 存 温 度 - 1 0 ℃ ～ + 7 0 ℃ 以 内 、 湿 度 6 0 % 以 下 の 範 囲 で 保 存 し て く だ さ い 。
特 に ほ こ り の 多 い 場 所 で の 使 用 の 場 合 は 、 時 々 ｹ ｰ ｽ よ り 本 体 を 抜 き 出 し
ほ こ り を 除 い て く だ さ い 。 ( 内 部 部 品 の 温 度 上 昇 の 原 因 に な り 寿 命 を 短

く し ま す 。 ) 本 体 ｹ ｰ ｽ 、 ﾊ ﾟ ﾈ ﾙ は ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ 成 形 品 で す の で 、 ｼ ﾝ ﾅ ｰ 等 の 揮 発 性
の 油 で 汚 れ を 拭 か な い で く だ さ い 。

◎ 校 正 は 次 の 様 に 行 っ て く だ さ い 。

◎ 長 期 間 に わ た っ て 初 期 の 確 度 を 保 つ た め 定 期 的 校 正 を お す す め し ま す 。
本 器 を 校 正 す る 場 合 0 . 0 1 % 以 上 の 精 度 の 標 準 装 置 が 必 要 で す 。

次 に 、 入 力 ﾌ ﾙ ｽ ｹ ｰ ﾙ ( 1 9 9 0 ) に 相 当 す る 電 圧 ま た は 電 流 を 印 加 し 表 示
が 1 9 9 0 に な る よ う に 、 ｽ ﾊ ﾟ ﾝ 調 整 ﾎ ﾞ ﾘ ｳ ﾑ を 廻 し ま す 。 次 に － 極 性 の
電 圧 を 印 加 し 表 示 が - 1 9 9 0 ± ( 0 . 1 %  o f  r d g  + 1 d i g i t ) で あ る こ と
を 確 認 し ま す 。

① ｵ ﾌ ｾ ｯ ﾄ 表 示 調 整 ( 表 示 部   第 6 図 参 照 )
入 力 に 1 V ( 4 m A ) を 入 力 し た 時 に ｵ ﾌ ｾ ｯ ﾄ 調 整 ﾎ ﾞ ﾘ ｳ ﾑ で 希 望 す る ｵ ﾌ ｾ ｯ ﾄ
表 示 値 に 調 整 し て く だ さ い 。

② ﾌ ﾙ ｽ ｹ ｰ ﾙ 表 示 調 整 ( 表 示 部   第 6 図 参 照 ) 　  

注 1 ） ① ② の 順 序 は 逆 に 行 わ な い で く だ さ い 。

5 V ( 2 0 m A ) を 入 力 し 、 ﾌ ﾙ ｽ ｹ ｰ ﾙ 調 整 ﾎ ﾞ ﾘ ｳ ﾑ で 希 望 す る ﾌ ﾙ ｽ ｹ ｰ ﾙ 表 示 値
に 調 整 し て く だ さ い 。

誘 導 負 荷 誘 導 負 荷 を 駆 動 す る 場 合 は 必 ず
保 護 回 路 を 挿 入 し て く だ さ い 。

※ 詳 細 は 使 用 さ れ る 誘 導 負 荷 の
ｶ ﾀ ﾛ ｸ ﾞ 等 を 参 照 し て く だ さ い 。

出 力 飽 和 電 圧 　 1 5 m A の 時 　 1 . 2 V 以 下
印 加 電 圧  M A X . 3 0 V   電 流  M A X . 1 5 m A

本 社 　 　 　 　  〒 1 4 6 - 8 5 0 5 　 東 京 都 大 田 区 矢 口 2 - 3 3 - 6

大 阪 営 業 所 　  〒 5 7 7 - 0 0 5 5 　 東 大 阪 市 長 栄 寺 2 0 - 1 3

1 9  2 0  2 1  2 2  2 3  2 4  2 5  2 6  2 7  2 8  2 9  3 0  3 1  3 2  3 3  3 4  3 5  3 6  

T E L 　 0 5 2 （ 7 0 1 ） 9 6 7 1 （ 営 業 直 通 ） F A X  0 5 2 （ 7 0 1 ） 9 7 0 0
名 古 屋 営 業 所  〒 4 6 5 - 0 0 2 5   名 古 屋 市 名 東 区 上 社 4 - 2 9 - 1

Ｕ Ｈ － ４ ４ ３ ４ ０ ｇ




